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西東京市議会議員 田村ひろゆき

2018年12月初当選。無所属2期目。1978年7月西東

京市向台町生まれ。向ヶ丘幼、上向台小、田無一

中、中央大学杉並高、中央大学法学部政治学科卒。

元旅行会社社員、武蔵野大学職員、衆院議員秘書。

議員インターンシップの運営など若者の政治参加

を進める活動に学生時代から関わってきました。

ＳＮＳに力を入れ、地元情報や市議会の最新情報

をほぼ毎日発信中。ぜひフォローしてください。

徹底した情報公開・市政をもっとわかりやすく。

市政報告かわら版は、議会翌月の1・4・7・10月発行予定です。

@tamurahiroyuki.nishitokyo

７月に行われた参議院議員選挙、直近では自民党総裁選挙でも、外国人
をめぐる政策について様々な議論が交わされました。西東京市の外国籍
市民も少しずつ増えていて、９月１日現在で 6,798人、割合は 3.29％
です。国籍別では、中国、韓国、ベトナムの順となっています。

西東京市は「多文化共生の推進」を施策に掲げ、国籍や民族などの異な
る人々がお互いの文化の違いを認め合い、外国人も地域社会の一員とし
て共に支え合う多文化共生のまちを目指すとしています。

市内在住の外国人、日本人へのアンケート調査では、暮らしのルールを
お互いに守ることが重要との意見が多く寄せられたそうです。私は本会議で、やさしい日本語について取り
上げました。行政が出す文書、学校からのお便りなどで取り入れていただき、理解不足がトラブルにつな
がることのないようにしてもらいたいと思います。また、外国にルーツのある児童生徒の学校生活に対する
サポートについても質問し、教育長からは、日本語適応指導の実施や、日本語を母語としない小中学生が
学習・相談・交流できる地域の拠点として、多文化キッズサロンを整備しているとの答弁がありました。

■全議員が手話で自己紹介

９月議会では「手話普及促進議会」
として、各議員が本会議一般質問の
冒頭で手話による自己紹介を行いま
した。各議員が「私の名前は○○
です。よろしくお願いします」など
と手話で披露。会派を超えて議場か
ら拍手が起きる、いつもとは少し違
った雰囲気になりました。

毎年第３回定例会 (９月議会) で開催されるのが決算特別委員会です。
言ってしまえば「もう使ってしまったお金のこと」ではあるのですが、
予算の積算や執行に問題はなかったのかを問い、課題があるとすれば
その原因を明らかにし、今後に生かしていくという重要な審査です。
限られた時間の中で、私も多方面から質疑を行いました。

----今回取り上げた質問項目より抜粋----
☑他市の通勤手当不正受給報道を受けた本市の調査
☑職員向けの動画作成研修の内容と今後の展開
☑西東京市民文化プラザの利用率
☑エアコンのない生活保護世帯への対応
☑スズメバチの巣撤去費用補助金の申請状況
☑学校の暑さ対策に関する保護者要望
☑避難所の車いす対応マンホールトイレへの動線
☑下保谷四丁目特別緑地保全地区のイベント開催状況
☑市内のテニスコート確保に向けた取組
☑外国人の国民健康保険加入状況とその対応

インターンシップに参加した大学生・高校生と共に
多文化共生センターを訪問し、相談状況などを聞く

令和６年度の事業、予算の使われ方をチェック02

外国籍市民の増加と多文化共生について考える01



中学生(ちゅうがくせい)・高校生(こうこうせい)が
平和大使(へいわたいし)として広島(ひろしま)へ

田村ひろゆきの議会トーク ＆ インターン学生との街頭報告会

以下の日程で開催します。市政へのご意見・ご要望等をお聞かせください。
事前申し込みは不要です。直接会場にお越しください。

①10月25日(土) 10時00分～11時30分 ＠西東京市民文化プラザ4階 会議室1

終了後、正午から田無駅北口にて夏のインターンシップに参加した学生との街頭報告会を開催！(雨天中止)

②10月29日(水) 19時00分～20時30分 ＠タクトホームこもれびGRAFAREホール1階会議室

編集後記
９月20日から10月26日ま
での土曜・休日に、特急小
江戸号が田無駅に臨時停車。
試しに乗ってみたという方
もいるかもしれません。
利用動向を探る実証実験だ
と思いますが、今後どう
なっていくか楽しみです。

活動報告
７月から９月にかけての
田村ひろゆきの活動をご紹介

西東京七夕まつり 各地域の夏祭りに参加 インターン生と街頭活動 市民映画祭 RUN伴(ランとも)2025

おとなのかたへ：戦後80周年平和大使派遣事業には、中高生あわせて73人の応募があり、このうち12人が派遣されました。
また、大学生を中心とした若者スタッフが、事前学習会の運営、現地でのサポート、活動記録の発信などを行いました。

戦後(せんご)80年(ねん)のことし８月(がつ)、中学生８人(にん)、高校生４人のあわせて12人が、市長
(しちょう)などといっしょに広島にいきました。広島には、原子爆弾(げんしばくだん)がおとされ、その
被害(ひがい)をつたえる原爆(げんばく)ドームがのこっています。
平和大使のみなさんは、９月にこもれびホールでひらかれた報告会(ほうこくかい)に参加(さんか)し、
西東京市(にしとうきょうし)にも模擬原爆(もぎげんばく)という、練習(れんしゅう)のための爆弾(ばくだん)がお
とされた歴史(れきし)があるとまなんだという話(はなし)や、広島市長の式典(しきてん)でのことばが力
(ちから)づよくて印象(いんしょう)にのこったという話(はなし)をしていました。
これからも、まなんだことを自分(じぶん)の言葉(ことば)でつたえていってほしいとおもいます。

ＨＰ・ＳＮＳでも発信中！

こども
かわらばん

西原総合教育施設 (旧西原二小) の場所への移転という案もあった田無
第三中学校は、現地建て替えという結論になりました。この際、周辺の
老朽化した公共施設を複合化する計画で、市民集会所や、けやき保育園、
西原北児童館、西原町地域包括支援センター等が想定されています。

これから敷地内での配置が検討されていきますが、限られた面積の中、
建物敷地に加え、校庭、保育園の園庭、駐車場、駐輪場などが十分に
確保できるのか。何かが犠牲になるような計画になっては困ります。

今回の建替複合化は、市が進める「学校を核としたまちづくり」のモデ
ルケースになります。今後の議論を引き続き注目していきます。なお、市内の小中学校では、保谷第一小学校、
保谷小学校、芝久保小学校と順次建て替えに向けた議論が進んでいく予定です。

田無三中は現地建替･どうなる複合化03

■放射７号線の交差点で信号機が稼働

福泉寺通りと放射第７号線との
交差点。信号機が９月17日から
稼働しました。この交差点の危
険性については私も議会で取り
上げてきましたが、西東京市議、
練馬区議、東京都議が立場を超
えて指摘する状況が続いていま
した。これにより事故がなくな
ることを願います。

■アスタ市営駐車場の浸水対策を問う

止水板や土のうの準備はなく、
大雨時はポンプで強制排水する
とのこと。建物全体の共用設備
となっているが、容量について
は把握できていない旨の答弁。
これを聞く限りでは不安が残る
ので、早急にアスタ側と協議し
て現状を確認し、必要に応じて
対策をするよう求めました。

田無第三中学校周辺エリア構想検討懇談会
第４回(令和７年９月５日) 資料より抜粋


